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作品名「だるまさん」（２ P 関連記事）



入選 寿大学美術部
左藤マツノさん（92歳）
作品名「だるまさん」（表紙）

　３月１１日、左藤マツノさん（南山田）の水墨画が「老いるほ
ど若くなる」美術展で入選し、４月１９日に役場 町長室で受賞
報告を行いました。
　左藤さんは、現在、寿大学生で美術部に所属しています。美
術部歴は約 10 年になりますが、幼少の頃から小学校の写生大
会や習字でも賞をもらっていたとのこと。水墨画は、「子どもや
孫に自分の作品を残して楽しんでもらえたら」という思いで始め
たそうです。

【左藤さん入選作品展示　６月末頃まで】
役場１階　正面玄関側に佐藤さんの入選作品のほか、
２作品を展示しています。ぜひ、役場に来た際はご覧ください。

　作品を描くときは、一筆一筆、
神経を集中させて描くそうです。今
回、入選作品の「だるまさん」では、
目の力強さと襟の太さ、さらに頭
部を一筆で描くときには水の含みや
描くスピードによっても変化があり、
完成するまでに苦労したそうです。
　今回の公募展「老いるほど若く
なる」は、全国 40 都道府県から
440 点の応募があり、その中から
審査のうえ入賞・入選した作品は
109点になります。

70 歳以上の公募による美術展

第７回 老いるほど若くなる

　平成29年九重町議会（第１回定例会）の同意を得て坂本和昭

前町長が名誉町民として選定されました。

　坂本氏は24年にわたる九重町長の任期を満了し、昨年10月

退任しました。24年間の長きにわたり町政を担い、財政の健全化をはじめ、九

重町の発展に尽した数々の功績を讃え、名誉町民称号贈呈式が下記の日程でと

り行われます。

【日　時】　５月27日（土）午前９時30分〔受付 ９時～〕
【会　場】　九重文化センター　ホール

お問い合わせ　総務課　行政グループ　☎７６－３８００

名誉町民称号贈呈式

前九重町長　坂　本　和　昭 氏

場所：松本市美術館（長野県）
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九重町教育支援センター（適応指導教室）
『ほっとスペース』が移転しました。

　４月１日より、九重町教育支援センター『ほっとスペース』が旧
明倫幼稚園に移転しました。
【場　　所】　九重町大字町田５４９番地（旧明倫幼稚園）
【開 室 日】　月曜日・水曜日・金曜日の週３日間　
【開室時間】　午前９時 ～ 午後４時まで
【指 導 員】　教育職にあった子育てに詳しい方々が対応します。
【相談方法】　開室日に来所いただきご相談します。また、相談の予
　　　　　　約は下記問い合わせで受け付けます。相談内容の秘密
　　　　　　保護のため、具体的な相談の内容はメールには書かな
　　　　　　いでください。

来所型の支援・子どもの教育に悩む保護者のカウンセリングをセン
　　　　　　　ターで行います。
　　　　　　・不登校児童生徒の学習支援、生活支援をセンターで
　　　　　　　行います。
　　　　　　・学校、関係機関の専門家と連携を図ります。
訪問型の支援・希望に応じてご自宅での相談に応じます。
　　　　　　・不登校児童生徒のカウンセリングをご自宅で行います。

予約・お問い合わせ　　教育振興課　　　　☎７６－３８３４　　
　　　　　　　　　　   教育支援センター　☎７８－８８０５
　　　　　　　  　　  メールアドレス soudan@town.kokonoe.lg.jp

イベント情報
（６月～７月）宝泉寺温泉ホタル祭り

日時：６月３日㈯～６月24日㈯
　　　※期間中の毎週 土曜日
場所：宝泉寺温泉郷
お問い合わせ　
九重町観光協会 ☎ 73－5505

日時：７月１日㈯
場所：宝泉寺温泉郷
お問い合わせ　
九重町観光協会 ☎ 73－5505

第65回くじゅう山開き
日時：６月４日㈰　  
午前１０時頃　　　安全祈願祭
午前１０時30分頃　記念ペナント配布
場所：くじゅう山 山頂
お問い合わせ　　
商工観光・自然環境課
☎ 76－3150

第16回宝八幡宮
あじさいまつり

宝泉寺温泉
七夕まつり

日時：７月１日㈯
場所：宝八幡宮敷地内
お問い合わせ　宝八幡宮　
☎ 76－3129・76－3254

九重町で開催される行事



歳入の内訳
【一般会計】

会計毎の予算
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一
般
会
計
当
初
予
算
額　

71
億
３
７
０
０
万
円

平成29年度 平成28年度 比　　較

一般会計

国　　保

水　　道

診 療 所

介　　護

介 護 サ

後期高齢

合　　計

71億3,700万円

19億1,067万円

9,879万円

7,269万円

14億5,098万円

2,341万円

1億5,075万円

108億4,429万円

76億3,300万円

19億6,313万円

2億4,047万円

7,299万円

14億2,994万円

2,687万円

1億3,018万円

114億9,658万円

▲ 4億9,600万円

▲ 5,246万円

▲ 1億4,167万円

▲ 30万円

2,104万円

▲ 346万円

2,057万円

▲ 6億5,228万円

自 主 財 源　町が自らの手で徴収または収納で
きる財源（町税、使用料等）

依 存 財 源　国または県が関わる財源（地方交
付税、国・県支出金、町債等）

義務的経費　その支出が義務づけられ、任意に
削減できない経費（人件費、扶助
費、公債費等）

投資的経費　社会資本の整備に要する経費（道
路整備、学校建設等）

その他の経費　物件費や維持補修費などに支出さ
れる経費

用　語　解　説

平成29年度

　九重町予算

平成29年度九重町予算平成29年度九重町予算
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町債（借入金）

町税

使用料及び手数料
地方交付税

依
 存
  財
   源

国庫支出金

県支出金

その他の交付金等

その他

基金繰入金

４億1,449万円
（5.8％）

71億3,700万円

2億9,101万円
（4.1％）

４億5,392万円
（6.4％）

3億 1,378 万円
（4.4％）

11億7,082万円
（16.4％）

6億1,066万円
（8.6％）

6億1,545万円
（8.6％）

23億円
（32.2％）

59.3
％

40.7
％

9億6,688万円
（13.6％）

自
    主
　   財
　　源

歳入



11月
町長より、新年度予算編成における基本
指針や方向性を示した「予算編成方針」
が全職員に通知されます。
担当課は、これに基づき、次年度の事業
実施に必要な額を計算し、予算作成を担
当する総務課へ提出します。
　
12～1月
総務課は各担当課から提出された要求額
を査定し、その後、各課からの復活折衝
協議などを経て、予算案をまとめていき
ます。この過程では「第４次総合計画」
の実現に向け、予算に反映させるなど、
さまざまな観点から事業の取捨選択を
行っています。
　
2月
町長自ら予算案を精査し、必要な指示・
修正を終えると、予算案が完成します。
　
3月
予算案は議会で審議され、議決を経て、
はじめて正式な予算となります。

予算って
どうやって作られているの？

歳出の内訳
【一般会計】

九重町の総支出

人件費・物件費・補助費

扶助費

公債費

投資的経費

繰出金

積立金など

71.3億円

38.0億円

5.2億円

7.1億円

13.0億円

4.4億円

3.6億円

九重太郎さん家の総支出

生活費や教育費、税金など

医療費

ローンの返済金

車の購入や家の増改築

子どもへの仕送り金

預金や予備的なもの

542万円

289万円

40万円

54万円

99万円

33万円

27万円

九重町の総収入

町税

使用料や諸収入など

地方交付税

国・県支出金

地方債

繰入金

71.3億円

11.7億円

10.5億円

23.0億円

12.3億円

4.1億円

9.7億円

九重太郎さん家の総収入

給料

配偶者のパート収入や農業収入など

実家からの援助金

銀行等からの借金

預金の取り崩し

542万円

89万円

268万円

31万円

74万円

●収入

●支出

　財政構造をわかりやすくするため、町の財政状況を家庭の家計簿に置き換えてみます。九重太郎

さん家の１年間の総収入を実家からの援助や銀行からの借金などを含めて、542万円（*）として、

その内容をみていきましょう。

九重町の家計簿

持続可能な財政基盤の確立に向けた持続可能な財政基盤の確立に向けた
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予備費
維持補修費

人件費 義
   務
      的
　　経
　　  費

扶助費

公債費

普通建設事業費

災害復旧事業費

投資的経費

物件費

補助費等

繰出金

積立金

  そ
 の
他

2億4,938万円
（3.5％）

2億9,079万円
（4.1％）

4億 4,143 万円
（6.2％）

12億5,103万円
（17.5％）

5億2,262万円
（7.3％）

10億7,562万円
（15.1％）

14億6,566万円
（20.5％）

10億5,131万円
（14.7％）

7億566万円
（9.9％）

3,128万円
（0.4％） 5,223万円

（0.7％）

34.7
％47.1

％

18.2％

（＊平成27年国民生活基礎調査より、1世帯あたりの平均所得）

80万円

71億3,700万円
歳出



魅力的なまちづくりに向けて①

自律のまちづくりグループ　☎７６－３８０７

〔基本施策〕１－１　住民との協働
（１）情報共有化の推進
　　　　内　容　❑地域活性化を図るためには、自助・共助・公助それぞれの立場において情報を共有化し、共通認識のもとに
　　　　　　　　　実施していくことが重要であることから、さらなる情報発信に努めます。
　　　　現　状　町ホームページや広報「ここのえ」を通じて情報提供を図るとともに、各種計画策定にあたっては、パブリッ
　　　　　　　　クコメント（町民意見の募集）制度を活用している。平成28年度からソーシャルネットワークサービスを活用
　　　　　　　　して新たな情報発信に取り組んだ。また、必要に応じて住民説明会を実施している。
　　　　課題等　一方的な情報発信に留まり、課題が共有できていない。
（２）地区協議会運営体制の拡充・強化
　　　　内　容　❑地域の特性を活かした住民参画による地域活性化を図るため、地区協議会運営体制の拡充・強化を図り、自
　　　　　　　　　主的・主体的な運営を推進します。
　　　　現　状　平成25年度から地区（まちづくり）協議会の本格的な活動を支援するため、運営費の補助（各協議会410万
　　　　　　　　円）を行っている。また、地区協議会間の情報交換を図るため、連絡協議会を開催している。
（３）行政区担当職員制の活用
　　　　内　容　❑高齢化の進展に伴い集落機能が衰退することが予想されることから、安全で安心できる
　　　　　　　　　暮らしを支援するため、行政区担当職員制を活用します。
　　　　現　状　行政区担当職員制の導入はできていない。現状の課題を把握するために、平成28年度行政
　　　　　　　　区実態調査を実施した。
　　　　課題等　引き続き行政区や地区協議会の活動に対して、職員の積極的参加を促す必要がある。また、
　　　　　　　　地域おこし協力隊や集落支援員制度の活用も図る必要がある。
（４）民間活力の活用
　　　　内　容　❑一人暮らし高齢者、高齢者夫婦世帯や障がい者に対してきめ細やかな　
　　　　　　　　　支援を行うため、ボランティア、NPO法人などを積極的に活用します。
　　　　現　状　九重町社会福祉協議会と連携して取組みを行っている。また、防災士や      
　　　　　　　　お助けリーダーなどを養成している。
（５）開かれた議会運営の推進
　　　　内　容　❑夜間・休日・お出かけ議会などの取組みを行い、開かれた議会運営の　
　　　　　　　　　推進に努めます。
　　　　現　状　毎年、第４回定例会の一般質問時に夜間議会を実施している。お出かけ
　　　　　　　　議会も毎年実施。休日等の各種行事にも積極的に参加している。
　　　　課題等　取組みの継続により、町民理解の構築に努める。

魅力的なまちづくりに向けて①魅力的なまちづくりに向けて①
【平成 24 年度～平成 33 年度】中間報告〔進歩状況：平成 24年度～平成 28年度〕

新しい町づくりの指針となることを目的とし、九重町に住み続けたいまちづくりをめざして策定され、平成３３年度
を目標年度としています。
　そこで、中間年が経過し「どこまで前進しているのか」「現在の課題・問題点はあるのか」の基本計画進歩状況を
今月号からお知らせします。（全７章、毎月１章ごとお知らせします。）
※九重町第４次総合計画は、町のホームページにも掲載しています。
　①九重町ホームページ  →　②よく使う項目「行政情報」　→　③施　策  →  ④「第４次総合計画」を策定しました
　　　基　本　計　画　
【第１章】住民・地域と行政が連携し協力し合う町づくり（協働のまちづくりの推進）
【第２章】地域資源を活かした活力あるまちづくり（産業の振興）
【第３章】環境にやさしく豊かな自然と共生するまちづくり（自然環境の保全・循環型社会の形成）
【第４章】快適で暮らしやすいまちづくり（生活環境の整備）
【第５章】ともに支えあいいきいきと暮らせるまちづくり（健康・福祉の向上）
【第６章】豊かな人間性を育むまちづくり（教育・文化の向上）
【第７章】経営感覚を持った行財政運営のまちづくり（行財政運営）

【第１章】住民・地域と行政が連携し協力し合う町づくり
（協働のまちづくりの推進）

地域おこし協力隊

九重町お助けリーダー

お出かけ議会

九重町第４次総合計画
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〔基本施策〕１－２　男女共同参画社会
　（１）啓発活動の推進
　　　　内　容　❑広報ここのえ、町ホームページへの特集記事の掲載やケーブルテレビ放送を活用し、意識改革と社会制度や
　　　　　　　　　慣行の見直しを図ります。
　　　　現　状　男女共同参画の運動週間中に九重町女性会議等を通じて、各種会議等において、チラシ等の配布を行っている。
　　　　　　　　また、広報ここのえにも記事を掲載している。
　（２）人権の尊重
　　　　内　容　❑人権なんでもネットワークなどの関係機関との連携を強め、人権を尊重する活動を推進します。
　　　　現　状　男女共同参画に関することに限らず、あらゆる人権に関する問題には、関係機関と連携して対応している。
　　　　課題等　町民が抱える困りごとや悩みごとで、事態の把握に時間がかかり、管内関係機関との連携に遅れを生じる場合
　　　　　　　　がある。
　（３）ＤＶ対策の推進
　　　　内　容　❑日常的暴力行為に対し、県や配偶者暴力相談支援センターとの連携を図りながら、人権と命を大切にする相
　　　　　　　　　談支援体制の充実に努めます。
　　　　現　状　ＤＶ対応については、関係各課と情報を共有しており、事象が生じた場合は相談に応じ、大分県男女共同参画
　　　　　　　　課及び婦人相談所とも連携を図っている。
　　　　課題等　ＤＶ相談は大分県のＤＶ相談・対応マニュアルに基づいて対応しているが、事象内容によっては複雑なものが
　　　　　　　　あるので、専門員の配置が課題である。
　（４）環境整備の推進
　　　　内　容　❑保護者ニーズに応えた保育サービスの提供、放課後児童クラブへの支援やひとり親家庭への生活支援助成制
　　　　　　　　　度の活用など、子育て支援の充実や環境整備を図ります。
　　　　現　状　共働き世帯の増加に関連し、保育時間の延長、また放課後児童クラブの運営の充実、並びに、ひとり親家庭へ
　　　　　　　　の生活支援助成制度を活用し、子育て環境の整備を図った。
　（５）職場における女性の積極的な登用
　　　　内　容　❑行政における職場での女性の登用率を高めるために、研修などを通じて男女共同参画社会形成に向けての職
　　　　　　　　　場意識の醸成を図り積極的な登用を進めるとともに、女性職員の職域の拡大に努めます。
　　　　現　状　九重町の職場においては、ワーク・ライフ・バランスの研修会を実施している。また、各職場においては、各
　　　　　　　　種委員等の女性の登用を推進している。
　　　　内　容　❑民間事業所への女性の登用及び職域拡大などの就業環境整備拡充の啓発に努めるとともに、職場における意
　　　　　　　　　識改革の推進を図ります。
　　　　現　状　毎年町内約５０社の事業所を訪問し、女性の登用や勤務条件等の改善について啓発をしている。また、企業主
　　　　　　　　研修会を実施し、「企業の社会的責任」とともにパワハラ、セクハラ、ＬＧＢＴ研修を行って啓発を行っている。
　　　　課題等　事業所において、女性が働きやすい環境の整備がなされてない企業も多い。企業トップの意識改革が必要。

　〔基本施策〕１－３　人権教育と啓発
　（１）人権問題施策の実施
　　　　内　容　❑九重町人権施策基本計画及び実施計画の周知に努めるとともに、毎年作成する推進プランの進捗状況での問
　　　　　　　　　題や課題を把握し、必要に応じて見直しを行います。
　　　　現　状　人権施策基本計画の推進プランは、人権教育・人権啓発に関する推進本部員において、毎年必要に応じ見直し
　　　　　　　　を行っている。なお、人権施策基本計画の見直しを予定している。
　（２）人権教育と啓発の推進
　　　　内　容　❑教職員の研修や人権教育・保育教材の充実に努めるとともに、地域、家庭、関係機関との連携を強め、就学
　　　　　　　　　前教育及び学校教育全体を通じての教育・保育活動の推進を図ります。
　　　　現　状　専門機関が開催する、保育教諭研修への参加を行い、その後園内報告を実施し、職員全体の人権意識の向上を図っ
　　　　　　　　ている。また、家庭との連携強化に努めている。就学前教育であることから、教育委員会との連携も充実させ、
　　　　　　　　円滑な小学校生活ができるよう努めている。
　　　　内　容　❑地域における人権学習が自主的な活動として根付くように、広報・啓発資料の充実を図るとともに、各種関
　　　　　　　　　係機関・団体との連携を支援し、地域における啓発推進者の発掘及び養成に努めます。
　　　　現　状　九重町 PTA 連合会と連携し行っている「なるほどザ人権講座」において啓発推進者の育成を行っている。人権
　　　　　　　　団体対象の学習会を要請により行っている。また、必要に応じて資料の提供も行っている。
　　　　課題等　地域人権関係団体は、個別で学習をしているが、お互いの情報交換の場が必要。
　（３）隣保館事業の推進
　　　　内　容　❑社会調査研究事業、相談事業、啓発・広報活動事業、周辺地域巡回事業、
　　　　　　　　　地域福祉事業（デイサービス事業）などの推進を図ります。
　　　　現　状　隣保館事業参加者が、家庭や地域で人権問題や隣保館事業を発信しており、
　　　　　　　　活動の広まりを実感している。また、人権学習会や講演会に自主的に参加
　　　　　　　　される方が徐々に増えている。 なるほどザ人権講座

九重町第４次総合計画に関するお問い合わせ　企画調整課
広報ここのえ　５月号7



平成29年度『　　　　　　　 』が本格始動ここのえ学園ここのえ学園ここのえ学園
九重町第４次総合計画にもとづき、九重町の抱える教

育課題を解決するために、こども園・小中学校・公民館を中心に保護者・地域住
民・各種団体が協議・連携して取組むコミュニティの創造をめざします。

ここのえ学園とは

　年３回、園児と小学生（１年生と５年生）が互いに
出向き、ゲームや読み聞かせ等の活動を通じて交流を
深めます。

◆こども園と小学校の連携

・社会生活に必要な基礎・基本の学力
・学校や職場・地域で活動を続けるための健やかな体
・自分で考え決定し、実行する力

・九重町や地域の担い手となることができる子ども
・将来、九重町以外で生活する時も自分の郷土（九重
町）を故郷（ふるさと）として愛する子ども

●自分で将来を切り開いていく力を持った
　子ども（知・徳・体のバランス）

●ふるさと・九重町を大切にする心を持った
　子ども

「ここのえ学園」基本計画

・小学校の教員は中学校の先生と連携して中学生
を指導します。
・小中連携した生徒
　指導を行います。

◆小学校と中学校の連携

・九重町の歴史、産業、文化、偉人などについて
の計画的な学習（ここのえ学）をすすめていき
ます。
・人権教育、特
別支援教育な
どの学習を計
画的にすすめ
ます。

◆教育内容の見直し

・公民館、各種団体、
こども園、学校など
地区を超えた交流活
動を推進します。

◆学校と保護者・社会教育・地域の連携

・６年修学旅行や５年、６年の社会見学を合同で行な
います。
・６年生は年７回、ここのえ緑陽中学校で集合学習
（体育、外国語
活動）を行ない
ます。
　５年生は年４回
の集合学習（社
会、体育）を行
ないます。

◆小学校と小学校の連携

園児と小学生
の交流

▲

６年生が英語の授業

▲

６校の合同修学旅行

公
民
館
の
方
が
鬼
に

な
っ
て
豆
ま
き

地域の伝統・文化の継承

平成29年度の具体的な取組平成29年度の具体的な取組

「ここのえ学園」では
　どんなことをするの？

「ここのえ学園」では
   何を学ぶの？

グローバルに考え、
    ローカルに行動できる子ども
～日本一の田舎づくりを担う子どもの育成～

お問い合わせ　教育振興課　☎７６－３８３４

8広報ここのえ　５月号



九重 くらしの学校くらしの学校くらしの学校
　平成 29年度の新規事業、『九重くらしの学校』が始まりました！
この学校は、毎月１回（全 12回）、九重町を担ってきた先輩方から、郷土料理や季節の料理を習い、受け継い
でいくものです。第１回授業が４月 23日（日）に開催され、この季節に九重町でとれる「よもぎ」を使った「草
もち」と、春の味覚「たけのこ」「わらび」「タラの芽」「こしあぶら」「こごみ」等々の山菜を使った料理を作り
ました。多くの方が、初めて食べる山菜もあり、九重町の春の味覚に皆さん興味深々でした。
　癒しの授業では、５月病予防と改善のためにヨガを行いました。どうして気分が落ち込むのかというお話から
始まり、自分の体の声を聞きながらゆっくりリラックスした時間を過ごしました。
　お子さんを連れて参加されているお母さんも多く、わいわいと賑やかに和やかに授業が行われました。
　沢山の思いのこもったこの事業、可能性を感じる事業となりました。
九重町の魅力の一つとなれるように…。

今回、なんと高校生と親御さんのご参加が２
組あります。もし、子どもさんとの会話のきっ
かけになれたとしたら、とっても光栄なこと
です。
また、これがご家庭やご近所の方との会話の
種になれば嬉しいです。

　　　　　　　　　★受講生の感想★（一部）
・すごく勉強になった一日でした。山菜の処理の仕方を正しく知れ
て嬉しかったです。ヨガも本当に心地良く、体の声を聞くのは大切
だと思いました。
・見たことも聞いたこともない山菜を使ったので、料理する時もど
んな味なのだろうと楽しみにできました。ヨガも体験する機会が無
いので、体験できてよかったです。

お問い合わせ　　九重文化センター　☎７６－３８８８

広報ここのえ　５月号9



【小学校】６校　【中学校】１校
東飯田小学校・野上小学校・野矢小学校・飯田小学校・南山田小学校・淮園小学校
ここのえ緑陽中学校
　
４月 11 日に緑陽中学校、12 日に各地区小学校の入学式が行われました。

　４月14日、たくさんの桜の花びらが舞
う通学路。登校しているのは串野、梶屋地
区の小学生。今年の入学生を含めて久しぶ
りに地区で10人以上になりました。通学
路では、上級生が安全を確認しながらみん
なで仲良く登校。

入　学　式

小学校入学式の様子（野上） 緑陽中学校入学式の様子

仲良く登校みんなで記念撮影

小学校
中学校

新入生数
全校児童数

新入生数
全校生徒数

東飯田
野　上
野　矢
飯　田
南山田
淮　園
合　計

　 １７
   １５
     ３
     ８
     ７
   １１
   ６１

　 　７１
　５２
　１３
　２２
　４２
　１８
２１８

　 　５５
　４６
　　９
　３３
　３５
　２１
１９９

　 １２６
　９８
　２２
　５５
　７７
　３９
４１７

男子 女子 計 男子 女子 計

６３ １１0 ８８ １９８

みんな仲良く！桜並木の登校！みんな仲良く！桜並木の登校！みんな仲良く！桜並木の登校！
淮園小学校　串野・梶屋地区 12 名

10広報ここのえ　５月号
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※４月10日現在の各小学校児童数・中学校の生徒数



仲間同志で学習の楽しさを実感！ 第47期　九重寿大学　入学式・始業式

　４月18日、九重寿大学入学・始業式が九
重文化センターで行われました。
　今年は３人の学生が加わり、全生徒数が
113人になりました。寿大学は３年制で、月
１回の開講で、午前中に一般教養課程があ
り、午後は、郷土史、園芸、保健体育、パソ
コン、カラオケ、美術、文芸、盆栽の専門課
程があります。さらに嬉しいことに卒業後も
研究生として在学できます。

地　区
学　　年

東飯田
野　上
飯　田
南山田
合　計

　 １
０
０
２
３

　  ４
２
１
１
８

　 　２
２
１
３
８

　 　２５
２９
１３
２７
９４

　 　３２
　３３
　１５
　３３
１１３

1年 ２年 ３年 研究生 合 計

平成 29 年度　生徒数（４月 18 日現在）
【平均年齢】80.74 歳 （人）

新入生紹介
左から内田正男さん（東飯田）、
佐藤敏美さん（南山田）、飯田禮子さん（南山田） 新入生代表決意表明

【退団者感謝状贈呈式】
　今年の退団者は 34 人。「勤続 10 年以上 ６人」「同 20
年以上 12 人」「同 30 年以上 10 人」。日野町長から感謝状
が贈呈されました。退団者を代表して勤続年数 37 年の前
団長 佐藤勝司さん（南山田）が謝辞を述べました。

【新入団員・新役員任命式】
　新入団員は 14 人。新役員 13
人に辞令交付が行われました。
団長は梅木邦隆さん（野上）、
副団長は小幡龍也さん（東飯
田）、藤原勇一さん（野上）、吉
江功一さん（飯田）、田吹利明
さん（南山田）。本年度の団員
総数は 385人（昨年度405人）。

九重町消防団退団者感謝状贈呈式並びに新入団員・新役員任命式

4月12日　役場3階301会議室

永年にわたり防災活動に貢献！町民を守る新たな団員！

中央起立しているみなさんが今年の新入団員です！

退団者代表　佐藤勝司前団長団長辞令交付の様子

広報ここのえ　５月号11



○出張年金相談を利用しませんか？

　日田年金事務所では偶数月に九重町役場で出張年金相談を行っています。この出

張年金相談は予約制です。年金相談を希望される方は、相談日の１ヶ月前から前日

までの間に日田年金事務所へ電話による予約をお願いします。

　相談にお越しの際は、年金手帳、年金証書、マイナンバーカード（写真つき）または通知カード、印鑑、委

任状（代理人の場合）、記録のわかる資料などをご持参ください。

　予 　 約 　 先：日田年金事務所　（☎０９７３－２２－６１７４）

　電話受付時間：平日の午前８時３０分から午後５時まで

※相談日（偶数月）・場所・時間については、毎月「広報ここのえ」に掲載しています。

※奇数月については玖珠町役場にて第３水曜日に出張相談を受け付けていますので、こちらもご利用くださ

い。（要予約）

○年金保険料の追納って？

　全額や一部などの保険料が免除された方については、その免除部分を過去10年までさかのぼって「追納」

することができます。追納することにより、将来受け取る年金額を満額に近づけることができます。なお、３

年以上過去の保険料を追納する場合は、一定の加算金がつきます。

○60歳以降も納付することができます。

　「年金額を満額に近づけたい」「年金受給に必要な加入期間が足りない」などの理由により、60歳以上65歳

未満の人でも、任意加入をして保険料を納めることができます。また、70歳まで延長して納付できる特例制

度もあります。

○年金の受け取り手続きはお忘れなく！

　国民年金には65歳から受け取ることができる老齢基礎年金の他に、定められた要件を満たすことにより受

給できる障害基礎年金や遺族基礎年金などの制度があります。

　これらの年金は、受け取る資格があっても本人が請求の手続きをしないと受給することができませんので、

お手続きはお忘れなく。また、国民年金以外の加入がある方は、日田年金事務所までお尋ねください。

○年金額はいくらになるの？

　お受け取りになる年金額は、日本年金機構から毎年誕生月に届けられる「ねんきん定期便」で確認すること

ができます。すでに年金の受け取りをされている方は、毎年６月に届く「年金振込通知書」で確認することが

できます。

　65歳よりも早く受け取る繰上げ請求や、65歳よりも遅く受け取る繰下げ請求の制度もあります。年金の繰

上げや繰下げの受け取りを希望される場合は、一定の減額率、加算率があります。

○基礎年金への上乗せをしませんか？

・ご存知ですか「国民年金基金」

　国民年金基金は、老齢基礎年金に上乗せする公的な年金制度です。

　国民年金基金で老後のゆとりをプラスしませんか？

　お問い合わせ：大分県国民年金基金　【フリーダイヤル ０１２０－６５－４１９２】

　詳しくはホームページでもご覧いただけます。「国民年金基金」で検索してください。

・ご存知ですか「付加年金」

　付加年金は、毎月の国民年金保険料のほかに付加保険料として月額４００円を上乗せして納めることによ

り、年金の受給権を得たときに老齢基礎年金に加算される年金です。

　
　　　　　付加年金の加算額（年額）＝２００円×付加保険料納付月数

　

　付加年金に加入できるのは、農林漁業者、自営業者の方々といった、国民年金の第１号被保険者の方だけ

（65歳までの任意加入被保険者を含む）で、農業者年金へ加入の方については、付加年金への加入が義

務づけられています。なお、国民年金基金に加入されている方や保険料を免除されている方は納めること

はできません。

６月の
年金相談

今月の納税

日時　６月28日（水）午前10時～午後３時
場所　九重町役場１階　101会議室　※予約制 ☎0973－22－6174

納期限　５月31日（水）【固定資産税 第１期・軽自動車税 全期・国民健康保険税（仮算定）】

住民課からお知らせ

お問い合わせ　日田年金事務所 ☎０９７３－２２－６１７４　　九重町役場 住民課 国保年金グループ　☎７６－３８０２
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健康福祉課からお知らせ

どり～む・たんぽぽ こども発達支援センター  あ～く

しょう　　　　  ふくし

シリーズ

『障がい福祉』

各事業所の活動紹介30

今回は、「どり～む・たんぽぽ」と、児童を専門に支援を続けている「あ～く」です。

　「どり～むたんぽぽ」の生活介護事業では
利用者個々に注目し、様々な活動に力をいれ
毎日の生活の中に楽しみ・やりがいが生まれ
るように支援を行っています。また地域の方
にボランティアやご協力をお願いすることで
地域とのつながりを深めています。今後も地
域に根差し玖珠・九重に「こころのスロープ」
が広がるような
活動を展開しま
す。   
   

★こんな悩みはありませんか？　　　　　　　
・言葉がちょっと遅れているかも…　　　　　　　
・名前を呼んでも振り向かない…　　　　　　　　
・こだわりが強くて…　etc.
あ～くでは♥子どもたち自身が興味
を持っていることを中心に関わり、発達段階に応じ
た課題に取り組んでいきます。日々の繰り返しの中
で出来る事やわかる事を増やし子どもたちの本来の
力を伸ばしていきます。
＊見学、体験行っています。まずはお電話を！　　

玖珠町大字塚脇５８１－１
☎７２－１０２３

お問い合わせ玖珠町大字山田 87番地の1
☎72-6556

お問い合わせ

【実施事業】
・福祉型児童発達支援センター（未就学児）0歳から 6歳
・放課後等デイサービス（就学児）小学生から高校生まで
・保育所等訪問支援事業（保育園～学校まで訪問）
    
    

お問い合わせ　　　健康福祉課　福祉グループ　☎　７６－３８２１

エイズ早期発見のために
HIV 検査を受けませんか？
 
  

精神保健福祉相談
（こころの相談）

６月１日（木）～７日（水）の「HIV 検査普及週間」
にあわせて、ＨＩＶ抗体検査を夜間に実施します。

日　時　　６月８日（木）午後２時～
場　所　　大分県玖珠総合庁舎３階 小会議室
内　容　　うつ病や認知症等の本人及び家族
　　　　　等に対する専門医による医療相談
その他　　相談は無料ですが、事前に西部保
　　　　　健所に予約が必要

実施日時：６月６日（火）　
　　　　　午後５時～６時３０分
場　　所：大分県西部保健所　１階
対　　象：検査を希望する方
　　　　　（匿名で検査を受けることができます）
　　　　　※人数に制限がありますので御了承
　　　　　　ください。
検 査 料：無　料
内　　容：問診・採血を行います。
　　　　　採血後、約１時間で検査結果をお伝
　　　　　えします。
申込方法：事前に電話予約が必要です。

西部保健所からお知らせ

お問い合わせ　　大分県西部保健所　地域保健課　　☎ ０９７３－２３－３１３３

※上記、サービスのご利用は、町への申請・支給決定が必要になります。
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☎ ７６－３８３８  Fax ７６－３８３６

か ら お 知 ら せ

日　　　程

６月  １日（木）

６月  ５日（月）

６月  ６日（火）

６月  ７日（水）

６月１２日（月）

６月１３日（火）

６月１４日（水）

６月２０日（火）

６月２１日（水）

６月２６日（月）

６月２７日（火）

６月２８日（水）

６月２９日（木）

会　　　　場 胃検診車（2台）乳房超音波検査

保健福祉センター

保健福祉センター

泉水コミュニティーセンター

飯田公民館

保健福祉センター

東飯田地区体育館（旧中学校）

東飯田地区体育館（旧中学校）

南山田公民館（旧中学校）

淮園小学校体育館

保健福祉センター

保健福祉センター

保健福祉センター

野矢小学校体育館

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

９月22・24・25日、10月１・２日　　保健福祉センターにて追加健診

★乳がん検診について⇒40歳未満対象の乳房超音波検査がある日は限られていますので、

　今年度より予約優先とします。保健福祉センターまでご予約ください。

★託児について⇒6/7、6/12、6/27は託児があります。事前に保健福祉センターまでお申込みください。

★希望調査票未提出の方⇒保健福祉センターにて健診セットをお渡しできますのでお越しください。

★特定健診の受診券について⇒あなたの加入する各医療保険者より送付されます。受診券については加入保険者

へお問い合わせください。健診受診日には健康保険証と一緒に必ずご持参ください。

※町からの補助があるのは年度内に１人につき１項目１回のみです。①総合健診、②施設健診のどちらかしか受

診できませんのでご注意ください。

　施設健診については、厚生連健康管理センター（☎０９７７－２３－７１１２）へ直接お申し込みください。

　総合健診の日程については、人権・健康・環境カレンダーや九重町ホームページでもご覧

いただけます。地区割りをしていますが、ご都合の悪い場合はどの日程でも受診できます。

特定健診、がん検診を年に１回受診されていますか？

平成29年度から健康診査の個人負担金が０円となり、更に受けやすく

なりました！病気の早期発見・早期治療、健康管理に役立てましょう。

平成29年度総合健診日程と会場 【各会場受付：午前８時30分～10時30分まで】

健康保険証・受診券に関すること

がん検診・託児に関すること

75 歳以上の方に関すること

住民課国保年金グループ　　　　　　　　☎76－3802

保健福祉センター　　　　　　　　　　　☎76－3838

大分県後期高齢者医療広域連合事務局給付係　☎097－534－1771

お問い合わせ
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保 健 福 祉 セ ン タ ー

お問い合わせ　 保 健 福 祉 セ ン ター

～「おいしい」と「元気」を支える　丈夫な歯～～「おいしい」と「元気」を支える　丈夫な歯～～「おいしい」と「元気」を支える　丈夫な歯～

６月 4 日から 10 日は、歯と口の健康週間です！

主　旨　　歯科保健の普及向上を図るとともに、むし歯予防に大切な歯科衛生の認識及び関心を高め
ることを目的としています。

日　時　　６月３日（土）　
　　　　　午後１時30分～４時30分（予定）

場　所　　くすまちメルサンホール

内　容　　①歯の衛生図画ポスター展示及び表彰式
　　　　　②親と子のよい歯の審査及び表彰式
　　　　　③高齢者のよい歯の審査及び表彰式
　　　　　④口腔ケア用品の配布
　　　　　⑤歯科健康相談
　　　　　⑥フッ素洗口
　　　　　⑦歯みがき指導、フッ素塗布

主　催　　玖珠郡歯科医師会、九重町、玖珠町

対象者　　平成29年３月31日現在で、満80歳以上（昭和12年３月31日以前に生まれた方）で、自分
の歯を20本以上保持している方。ただし、以前に本コンクールで表彰された方（県表彰
者）は除きます。

審　査　　上記「歯と口の健康まつり」で審査を行います。

“高齢者のよい歯のコンクール” 参加者を募集しています

歯と口の健康まつりに参加しませんか

　たばこの煙は喫煙者本人だけでなく、受動喫煙により周囲の

人の健康にも悪影響を及ぼします。大人では肺がん、心筋梗

塞、脳卒中、子どもでは喘息や乳児突然死症候群(SIDS)等の危

険が高くなると言われています。

　世界保健機関（WHO）では、たばこの害を減らすために国

ごとの個別の対応では限界があるため、たばこの規制に関する

国際条約を平成17年に発効しました。

　今年度の禁煙週間では、受動喫煙による健康への悪影響から人々を守ることを目的

として、「2020年、受動喫煙のない社会を目指して～たばこの煙から子ども達をまも

ろう～」をテーマとし、禁煙及び受動喫煙防止の普及啓発を積極的に行います。

2020年、受動喫煙のない社会を目指して　

　　　　～たばこの煙から子ども達をまもろう～
５月31日は“世界禁煙デー”５月31日から６月６日は“禁煙週間”です！
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農林課からお知らせ

子育て支援課からお知らせ

光バリアで害虫防虫をしてみませんか？光バリアで害虫防虫をしてみませんか？光バリアで害虫防虫をしてみませんか？

対象作物：野菜・花きなど
　九重町有機農業推進協議会では、野菜・花き等の害虫防除として、光防虫器（写真）を使って取
組みます。試験的に使用したい方へ機材を貸し出しますので、希望される方は下記までお問い合わ
せください。貸出機材に限りがあるので、要望が多い場合は抽選を行います。

　里親とは、様々な事情により家庭での生活を送ることができない子どもを家族の一員として迎え、
あたたかな雰囲気の中で豊かな愛情を持って心身ともに健やかに育ててくださる方のことです。
　養育をお願いする期間は数日間から数年間まで様々です。　
　大分県では、広く里親を募集しています。以下の日程で里親募集説明会を開催しますので、関心
のある方はぜひ里親募集説明会にお越しください。

ひかりぼうちゅうき

＜募集期間＞
５月31日（水）午後５時まで

＜光防虫器の特徴・見込まれる効果＞
・特殊な光を発する機材を設置し、害虫を忌避・駆除
・農薬散布を軽減し、減農薬や労力の短縮

光防虫器

お問い合わせ　　九重町有機農業推進協議会事務局（役場 農林課内）　☎７６－３８０４

里親募集！～里親になりませんか～

【玖珠町会場】　　　　日　時：５月 22 日（月）　午後２時～４時
　　　　　　　　　　会　場：くすまちメルサンホール　２階　学習室

【九重町会場】　　　　日　時：６月 30 日（金）　午後２時～４時
　　　　　　　　　　会　場：九重町役場　１階　１０２会議室

※参加希望の方は、両会場とも参加可能です。

お問い合わせ　　大分県中央児童相談所　☎０９７－５４４－２０１６（里親担当）
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募集住宅：町営松岡台住宅
住　　所：九重町大字右
　　　　　田 3150 番地
募集戸数：１戸（２階）
間 取 り：３LＤＫ

募 集 住 宅：定住促進北代住宅　
住　　　所：九重町大字恵良 436 番地の２
募 集 戸 数：１戸
間　取　り：３ＬＤＫ
住宅使用料：55,000 円／円（基本住宅使用料）
※住宅使用料については減額の規定がありますので、
　詳しくはお問い合わせください。

募集住宅：町営豊後
　　　　　中村住宅
住　　所：九重町大字右田
　　　　　687 番地
募集戸数：１戸
間 取 り：３ＬＤＫ
※オール電化住宅・ＩＨクッキン
　グヒーター（30A据置タイプ）
　が必要です。

【応　募　要　件】　子育て世帯・多子世帯・新婚世帯
　❑子育て世帯……中学生以下の子がいる世帯　　　
　 ❑多子世帯………18歳未満の子が３人以上いる世帯
　❑新婚世帯………申込者及び配偶者（婚姻届をしていないが、事実上婚姻関係と同様の事情にある者その他婚姻
　　　　　　　　　の予約者を含む。）の合計年齢が募集期間末日に 70歳以下の世帯で、次の各号のいずれかに該
　　　　　　　　　当する場合
　　　　　　　　　（１）既婚の場合にあっては、婚姻届日（婚姻関係と同様の事情にある場合はその同居日）か
　  　　　　　　　　　　ら３年を経過していない世帯
　　　　　　　　　（２）婚約の場合にあっては、婚姻予定日が当該募集に係る入居予定日から３ヶ月以内の世帯

入居者の資格（次の各号の条件をすべて満たす者）
（１）町内に定住を希望し、かつ、居住するための住宅を必要としている者であること。
（２）現に同居し、又は同居しようとする親族があること。
（３）子育て世帯（※１）又は新婚世帯（※２）であること。
（４）その者の収入が九重町町営住宅の設置及び管理に関する条例（平成９年九重町条例第28号）第19 条第１項第２
　　  号ウ（158,000 円）に規定する金額を超える者であること。
（５）町税等を滞納していないこと。
（６）入居後、２週間以内に当該定住促進住宅に入居する者の住民票を置くことができること。
（７）その者又は現に同居し、若しくは同居しようとする親族が暴力団・暴力団員・密接関係者でないこと。
※１子育て世帯…入居予定日に中学生以下の子がいる世帯で、かつ、入居者（入居申し込みをしようする者を含む。）　
　及び同居者の合計人数が３名以上の世帯をいう。
※２新婚世帯…入居者（入居申し込みをしようとする者を含む。）及び配偶者の合計年齢が入居日予定日に70歳以下の
　世帯で、かつ、婚姻届を提出した日から３年を経過していない世帯をいう。
【注意】審査により入居資格を満たした者が多数の場合は抽選会を行います。

町営住宅・定住促進住宅入居予定日：平成２９年７月１日（土）　　
募集期間：平成２９年５月１８日（木）～５月３１日（水）午後５時まで

※申込書は九重町役場建設課に用意しています。また、九重町ホームページでもダウンロードできます。
　なお、町営住宅の使用制限措置に基づき、暴力団関係者と判明した場合は、入居できません。

町営住宅入居者募集

定住促進住宅入居者募集定住促進住宅入居者募集

建設課からお知らせ

申込み・お問い合わせ　　建設課　管理水道グループ　☎７６－３８１１

※ＩＨクッキングヒーター
　（20A据置タイプ）が必要です。
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自然
学校
自然
学校

九重ふるさと九重ふるさと
カッコウの初鳴きしらべ 2017カッコウの初鳴きしらべ 2017

カッコウの声が響く九重をいつまでも。
自然と寄り添う心をこれからも。

　今年もカッコウが長い旅をへて、はるばる九重町までやって来る季
節となりました。「カッコゥ、カッコゥ」とどこからか聞こえてくる
さえずりは、春から夏に向かって緑深まる山々や苗育つ田んぼの風景
にとてもよく似合います。
　昨年はカッコウ以外にもセミやホタルなどの初鳴き・初見の情報を
頂くことができました。生きものたちから届く季節の便りを身近に感
じられる九重の自然、そしてその自然と寄り添う心をこれからも大切
にしていきたいものですね。
　さて、今年はどうでしょうか。今年はすでにツバメの情報を頂いて
います。カッコウをはじめ、生きものの初鳴きまたは初見についての
情報（日にちと場所）をお寄せください。お待ちしております！ 
＊初鳴き・初見…その年初めて聞いた鳴き声・姿
　例：セミやホタルなどの昆虫、カッコウやウグイス、ツバメなどの
　　　野鳥、野草や樹木の開花　など

＜カッコウの初鳴きマップ＋プラス　2016年＞

　昨年一番早くカッコウの声が聞かれたのは5月15日でし
た。たくさんの情報をお寄せいただき、ありがとうございま
した。昨年の情報をもとに作成したマップは、各地区の公民
館等でもご報告させていただきます。是非ご覧ください。

情報は、九重ふるさと自然学校「カッコウの初鳴きしらべ」係
までお寄せください。
電話：0973-73-0001　FAX：0973-79-3434　
メール：kujyu-sizengakkou@7midori.org
郵送：〒879-4911　九重町大字田野 1624-34
＊あらためてこちらからお聞きする場合がありますので、
　連絡先をご記入ください。

九重町の鳥です。春に東南アジアから
渡ってきて卵を産み、秋になるとまた東
南アジアに帰っていく夏鳥。姿を見るこ
とはまれですが、よく通る声でさえずり
ます。
【鳴き声】カッコー、カッコー
【見つけられる環境】
高原、低木のある
草原・河原、田畑
の周りに林がある
ようなところ

お問い合わせ　九重ふるさと自然学校
　　　　　　　☎７３ー０００１

お問い合わせ　商工観光・自然環境課
　　　　　　 自然環境グループ ☎７６ー３１５０

情報をお寄せください！

平成28年度電源立地地域対策交付金の報告
　この交付金は、電源開発促進税を原資として、
電気の生産地にも、消費地が享受する恩恵の一
部を還元するものです。
　九重町内では、水力発電（6か所）が交付金算
定対象となっており、28年度はこの交付金（約
511万円）を活用し、町道町田小園線の道路舗
装改修を行いました。

カッコウ
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図書館だより図書館だより ほんの森5月号 平日 午前10時〜午後６時　土・日  午前９時〜午後５時　月・祝 休み　九重町図書館　☎ 76−3888

●児童書・コミック
すばこ　　　　　　　　　　　　　　　　　　   キム ファン
アランの歯はでっかいぞこわーいぞ　　　　　　  ジャーヴィス
くろねこのどん　　　　　　　　　　　　　　 岡野 かおる子
チキン！　　　　　　　　　　　　　　　　　　  いとう みく
フラダン　　　　　　　　　　　　　　　　　　  古内 一絵
干したから…　　　　　　　　　　　　　　　　   森枝 卓士
月はぼくらの宇宙港　　　　　　　　　　　　　　佐伯 和人
転んでも、大丈夫　　　　　　　　　　　　　　臼井 二美男
円周率の謎を追う　　　　　　　　　　　　　　 　  鳴海 風
霧のなかの白い犬　　　　　　　　　　　　　   アン・ブース
銭天堂　７巻　　　　　　　　　　　　　　　　  廣嶋 玲子

●一般書
墨龍賦　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   葉室 麟
あのこは貴族　　　　　　　　　　　　　　   山内 マリコ
こころ菌　　　　　　　　　　　　　　　   久保 克児　他
天下流の友（口入屋用心棒シリーズ　36 巻）文庫　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   鈴木 英治
ウインドアイ　　　　　　　　　ブライアン・エヴンソン
デザインの腕が上がる凄いフリーフォント 1500
ゆたかに生きる　　　　　　　　　パトリス・ジュリアン
アドラー　人生の意味の心理学　　　　　　日本放送協会
ヒマラヤ大聖者のマインドフルネス　　ヨグマタ相川圭子
孤独であるためのレッスン　　　　　　　　　   諸富 祥彦
ここに気づけば、もうお金には困らない　　　   種市 勝覺
しごとのきほんくらしのきほん 100　　　　　松浦 弥太郎

九州のおいしい旅　ソワニエ別冊　   ＦＭ ＨＵＫＵＯＫＡ
るるぶこどもとあそぼ！首都圏　　　　　　　　　　　
こどもとおでかけ 365 日　関西版２０１７－２０１８　
るるぶ大分別府（他シリーズ多数）
地球の歩き方ａｒｕｃｏ ウィーン（他シリーズ多数）
世紀のラブレター　　　　　　　　　　　　　   梯 久美子
きずなと思いやりが日本をダメにする　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　  長谷川 眞理子、山岸 俊男
小学校最初の３年間で本当にさせたい「勉強」　中根 克明
犬が来る病院　　　　　　　　　　　　　　　   大塚 敦子
あきらめないがん治療のための８か条　　　　　   森崎 隆
水族館ぴあ　
おいしいものをおいしく食べるａｊｉｋｕｒａレシピ
クックパッドｍａｇａｚｉｎｅ！
おかあさんの扉　⑥　　　　　　　　　　　　  伊藤 理佐
男と女の上質図鑑　　　　　　  松浦 弥太郎、伊藤 まさこ 
木を魅せる住まい　　　　　　ニューハウス出版株式会社
いま里山が必要な理由（わけ）　　　　　　　　田中 淳夫
海駅図鑑　　　　　　　　　　　　　　　　　   清水 浩史
日本の世界遺産　　　　　　　　　　　　　　　   山口 正
ＴＢＳ世界遺産ベスト 101
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
●郷土書
いただきます　飯田がつむぐ食　　九重ふるさと自然学校
由布院 ( 写真集 )　　　　　　　　　　　　　　 横田 信宏
残したい　くにさきの歌　　　　　　　　　　　　　音蔵
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　その他多数

新刊・新着図書案内 ～田んぼ仕事や家族とお出かけ、お弁当に困ったときは図書館へ！レシピ本たくさんあります♪～

　皆さまいかがお過ごしでしょうか～と冒頭から格好をつけてしまいました。
先日、何気なく『風の名前』／ ( 文・高橋順子 )という本を見ていたら、『菖蒲東風』（しょうぶごち）
という風の名前をみつけました。「五月頃、菖蒲の花が咲くころに吹く東風」とあり、今の時
期に使う言葉だと知りました。そして調子に乗って使ってみました。スミマセン (*^_^*) さて、
このように図書館には様々な本があります。今まで興味がなかった分野でも、本を手にとりパラパラとめくってみ
たら、意外とおもしろかった！ということがあるかもしれません。５月です。何か新しいことをやってみよう、生
活を変えてみよう、と思っている皆さん！図書館にぶらりと立寄ってみませんか？「何か」がきっとみつかりますよ。

菖蒲東風が吹く季節、

★「おはなし会」毎月第２土曜日　午前１０時３０分～１１時

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

・５月のボランティアグループは「ぷちトマト」のみなさんでした。
・６月は「チームそらまめくん」のみなさんです。（６月10日予定）
きょうだいで！家族で！お友達をさそって！ぜひ遊びにきてください。お待ちしています♪
★クイズで楽しもう！『むかしばなしの世界』★リターンズ★ 開催中

開催期間：４月25日（火）～５月21日（日）　※クイズの用紙を出していない方はお早目に！
●正解発表は５月23日（火）～５月31日（水）正解者の中から抽選で９名の方に賞品がありますのでお楽しみに！

『育てて楽しむ
はじめての緑のカーテン』
／ＮＰＯ法人緑のカーテン応援団
●ゴーヤ・ヘチマ・アサガオなど涼
しくておいしくて自然にやさしカー
テン始めてみませんか？
植えつけ時期や注意点も詳しく載っ
ているので初心者でもバッチリ！

『模様がえのきほん』

／わたしの暮らしシリーズ
●模様がえ７つのきほんをわかりや
すく教えてくれるこの本。
「家具を買う前に」「カラーコーディ
ネートのきほん」など知っていたら
参考になることがいっぱいです。
あなたのお部屋もいかがですか？

『明日使える！
　　　お弁当大百科』
／ＮＨＫ趣味どきっテキスト
●駅弁、幕の内弁当、行楽弁当など
などお弁当の由来や歴史、おいしく
仕上げるプロの技までが載っている
読んでも楽しい、作ってもおいしい
オススメの一冊です。

３月のおはなし会の様子
たくさんのお友達がきてくれました
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伝えたい「ちょっといい話」「心あたたまる話」をぜひお寄せください。

ハート降るここのえ担当　阿部　征則

郵便の場合は次のところへ。〒879－4895　九重町役場企画調整課（☎ 76−3807）

５月のハート降る♥ここのえ
　
　
苗
床
を
　
孫
に
壊
さ
れ
　
笑
顔
吹
く

　
農
繁
期
を
迎
え
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
、
苗
代
の
準
備
が
始

ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の
風
景
を
見
て
、
１
年
前
の
地
震
を
思
い
出
し
て
い
ま

し
た
。

　

見
か
け
た
家
族
も
、
大
勢
で
苗
箱
を
並
べ
る
床
づ
く
り
の

真
っ
最
中
。
引
っ
張
っ
た
糸
に
沿
っ
て
、
き
れ
い
に
畝
が
作

ら
れ
て
い
き
ま
す
が
、
大
変
な
光
景
は
こ
の
後
で
し
た
。

　

そ
れ
は
大
人
数
の
半
数
を
占
め
る
『
お
孫
さ
ん
た
ち
の
活

躍
？
』
で
し
た
。

　

な
ん
と
、
今
か
ら
畝
を
作
る
場
所
な
ら
ま
だ
し
も
、
鍬
で

作
り
上
げ
た
畝
の
中
を
走
り
回
っ
て
、
じ
い
ち
ゃ
ん
、
ば
あ

ち
ゃ
ん
の
苦
労
が
水
の
泡
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
「
こ
り
ゃ
、な
ん
ち
ゅ
う
こ
つ
か
」「
ま
あ
ー
、ど
げ
ー
し
ゅ

う
か
し
ら
」祖
父
、祖
母
か
ら
大
き
な
声
。
見
て
い
た
私
も「
あ

ち
ゃ
ー
」
と
、
つ
い
叫
ん
で
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
大
声
と
は
裏
腹
に
以
外
に
も
、
お
二
人
の
表
情

は
、
あ
き
れ
る
以
上
に
、
笑
顔
を
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。

　

日
頃
は
離
れ
て
暮
ら
し
て
い
る
お
孫
さ
ん
が
連
休
を
利
用

し
て
来
て
る
の
か
な
？

　

考
え
て
み
れ
ば
、少
子
高
齢
化
が
叫
ば
れ
る
中
、こ
う
い
っ

た
光
景
も
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
貴
重
な
時
間
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
ま
た
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
と
っ

て
も
作
業
は
大
変
で
笑
い
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
笑

顔
の
中
に
は
、
孫
と
の
貴
重
な
時
間
を
共
に
す
る
充
実
感
が

あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

ち
ょ
っ
と
し
た
光
景
の
中
に
、
い
ま
忘
れ
か
け
て
い
る
、

と
て
も
大
切
で
心
温
ま
る
も
の
を
感
じ
ま
し
た
。

心の扉

人権

　　　　　　　

　

　　　

　　　　
　五月晴れの空を見上げると、鯉のぼりが自由に風に舞っ
ています。
　５月５日は、子どもの日。日本における国民の祝日の１
つ。「端午の節句」とも言われています。中国から入って
きたもので、「厄払い」の行事で、“元気に１年過ごせます
ように”と、子どもの成長を願うものです。「祝日法２条」
によれば、「子どもの人格を重んじ、子どもの幸福をはか
るとともに、母に感謝すること」が趣旨で1948（昭和23）
年に制定されました。1990（平成２）年国際条約として効
力を発効した「子どもの権利条約」。日本はこの条約を認
めて1994（平成６）年にこの条約を批准しました。
　「子どもの権利条約」が定めている権利として次のよう
な権利があります。
　１　生きる権利…防げる病気などで命をうばわれないこ
　　　と。病気やけがをしたら治療をうけられること。
　２　育つ権利…教育を受け、休んだり、遊んだりできる
　　　こと。考えや信じることの自由が守られ、自分らし
　　　く育つことができること。

　３　守られる権利…あらゆる種類の虐待や搾取（無理や
　　　りしぼりとられること）などから守られること。
　　　障害のある子どもや少数民族の子どもなどは特別に
　　　守られること。
　４　参加する権利…自由に意見をあらわしたり、集まっ
　　　てグループを作ったり、自由な活動をおこなったり
　　　できること。
　この条約から、子どもが１人の人間として、子どもらし
く生きていくための権利を保障するとともに、子どもに対
して１番いいことは何かを考えていくことの大切さを感じ
ます。我家の子どもたちの子育てを通して、たくさんの事
を学びました。１人ひとり顔や性格が違います。誰もが、
“きらきら１番星”を持っています。違いを認め、その子の１
番星を見つけ、大事に育てることも、親やまわりの大人の
責任だと思います。
　子どもの素直な心にふれた時、気づくことがあります。
子どもが小学生の時、「人権差別」について学校で学習
し、家に帰ってきて、「ねえ！おかあさん。私やクラスの
みんなは、なにも差別なんかしてないよ。私が大人になっ
た時、私は差別するの？」
　もともと、子どもには、偏見がなく、素直な心を持って
います。「今のままでいいよ。」そのままの気持ちを持ち
続けてほしい。そんな願いと、まわりの大人の言動の大切
さを学んだ場面でした。子どもから教えられたことに感謝
です。
　　　　九重町隣保館人権啓発指導員　　　　安藤千恵美

No.251

心の扉

幸せになろうね幸せになろうね

きらきら　一番星

う
ね

く
わ

たんご せっく
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ふるさとの
文化財探訪

第36回　
江
戸
時
代
は
金
・
銀
・
銭
の
三
貨
制
度
で
し
た
。

銭
は
「
寛
永
通
宝
」
が
よ
く
知
ら
れ
て
お
り
、鉄
・

銅
製
の
一
文
銭
や
真
鍮
製
の
四
文
銭
が
あ
り
ま

す
。

　
江
戸
時
代
の
村
の
庄
屋
さ
ん
の
家
に
残
っ
て

い
る
年
貢
な
ど
の
公
的
文
書
を
見
ま
す
と
、「
丁

銭
五
貫
三
九
〇
文
」・「
永
四
十
七
文
」
な
ど
と

銭
目
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　「
丁
」
と
は
一
〇
〇
文
を
意
味
し
て
お
り
、鉄
・

銅
製
の
寛
永
通
宝
一
〇
〇
枚
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
の
場
合
、
丁
銭
五
貫
三
九
〇
文
は
、
寛
永
通

宝
が
五
、
三
九
〇
枚
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、「
永
」
は
永
楽
通
宝
の
こ
と
で
、
中
国

古
代
の
銭
に
由
来
す
る
も
の
と
さ
れ
、
日
本
で

は
一
五
世
紀
前
半
頃
か
ら
流
通
し
た
貨
幣
で
す
。

材
質
は
銅
製
で
、
日
本
で
は
一
枚
が
鐚
銭
四
文

と
等
価
と
さ
れ
ま
し
た
。

　
慶
長
一
三
（
一
六
〇
八
）
年
に
、
通
用
禁
止

令
が
だ
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
も
「
永
」
と
い
う

仮
想
通
貨
単
位
と
し
て
使
わ
れ
ま
し
た
。
永
一

貫
文
は
金
一
両
と
等
価
で
、
こ
れ
を
丁
銭
に
直

す
と
金
一
両
は
四
〇
〇
〇
文
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、「
九
六
銭
」
と
い
う
単
位
が
使
わ
れ
、

一
文
銭
が
九
六
枚
で
、
一
〇
〇
文
と
し
て
通
用
し

て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
匁
銭
と
い
う
も
の
が
あ
り
、
一
定
数
の

銅
銭
を
通
し
た
銭
緡
を
「
匁
」
と
称
し
て
流
通
さ

せ
た
。

　
上
方
か
ら
西
の
地
域
で
は
、
大
口
取
引
な
ど
で

秤
量
貨
幣
で
あ
る
銀
貨
が
使
わ
れ
て
い
た
が
、
庶

民
の
生
活
で
は
銅
銭
の
利
用
が
一
般
的
で
し
た
。

　
し
か
し
、
銀
貨
と
銅
銭
の
実
際
の
交
換
は
変
動

相
場
制
で
、
不
安
定
な
状
況
で
し
た
。
そ
の
た
め
、

換
算
の
不
便
を
避
け
る
た
め
に
、
九
六
銭
の
よ
う

に
、
相
場
の
変
動
に
関
わ
ら
ず
一
定
枚
数
の
銭
を

通
し
た
銭
鎈
を
も
っ
て
銀
一
匁
と
し
て
通
用
さ
せ

る
慣
習
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
こ
れ
が
匁
銭
で
す
。

匁
銭
の
銭
鎈
一
束
で
「
銭
一
匁
」
と
表
現
し
ま
し

た
。

　
各
大
名
領
や
天
領
で
そ
れ
ぞ
れ
に
公
定
の
匁
銭

規
定
を
定
め
た
も
の
で
、
年
貢
な
ど
公
的
な
も
の

に
は
、「
金
」・「
銀
」・「
丁
」・「
永
」
が
使
わ
れ
、

藩
や
各
天
領
内
で
決
め
ら
れ
た
匁
銭
は
、
そ
こ
で

し
か
通
用
し
な
か
っ
た
。
天
領
の
日
田
代
官
所
管

内
で
は
一
九
文
、
天
領
天
草
で
は
七
六
文
と
様
々

で
し
た
。

　
寛
政
四
（
一
七
九
二
）
年
に
「
五
ヵ
年
限
リ
質

田
地
預
ケ
証
文
ノ
事
」
と
し
て
、
見
良
津
村
の
安

左
衛
門
が
田
地
九
畝
二
三
歩
を
一
九
文
銭
三
貫
二

〇
〇
目
（
匁
）
で
質
入
れ
し
た
と
い
う
証
文
で
す
。

銭
一
九
枚
一
鎈
が
銭
一
匁
で
す
の
で
、
こ
れ
を
丁

銭
に
直
す
と
銭
六
〇
貫
八
〇
〇
文
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
江
戸
時
代
の
古
文
書
に
よ
っ
て
、
当
時
の
村
の

経
済
な
ど
を
見
る
場
合
、
こ
う
し
た
単
位
を
考
慮

し
て
計
算
し
な
い
と
帳
尻
が
合
わ
な
く
な
り
ま

す
。

文化財調査員　竹野孝一郎

―江戸時代の銭の話――江戸時代の銭の話―し
ん
ち
ゅ
う

ち
ょ
う

せ
ん

え
い

び
た
せ
ん

く
ろ
く 

せ
ん

も
ん
め
せ
んぜ

に
さ
し

か
み
が
た

男女 共同参画週間男女 共同参画週間 6月２３日（金）～６月２９日（木）

　女性と男性は、ひとりの「ひと」として男女の区別なくその人の考え方や生き方が尊重されるべ
きものです。
　しかし、実際には「男らしさ、女らしさ」といった、社会的・文化的に形成された「社会的性別（ジェ
ンダー）」により、男女のあり方が左右される場面がみられます。
　特に、「男は仕事、女は家庭」といった、男性と女性の役割を区別する考え方を「性別役割分
担意識」と呼び、地域のなかでは、疑問に思う声もあるものの、私たちはこれまでこうした意識を、
制度化・慣習化し、長い間受け継いできました。
　こうした性別役割分担意識は、女性の社会参画の機会を減少させるとともに、男性が家庭生活
に関わる機会を失う要因となりました。
　男性と女性が、職場で、学校で、地域で、家庭で、それぞれの個性と能力を発揮できる「男
女共同参画社会」を実現しましょう。
　私たちのまわりのパートナーシップについて、この機会に考えてみませんか。　

お問い合わせ　　総務課　人権・同和・男女共同参画グループ　☎７６－３８００

鉄銭（右）一文銭　銅銭（左）一文銭
町田立村遺跡出土
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各
種
相
談
・
研
修

認
定
司
法
書
士
に
よ
る

無
料
法
律
相
談
会

■
日
　
時
　
６
月
９
日
㈮

　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜
３
時

■
場
　
所
　
九
重
町
役
場

■
内
　
容　

　

相
続
や
登
記
の
名
義
等
に
関
す

る
ご
相
談
は
も
ち
ろ
ん
、
多
重

債
務
問
題
や
悪
質
商
法
ト
ラ
ブ

ル
等
の
様
々
な
法
律
紛
争
に
関

す
る
ご
相
談

■
そ
の
他

　

原
則
予
約
不
要
（
但
し
予
約
者

優
先
）

　

※

予
約
が
な
く
て
も
当
日
の
ご

相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。
た
だ

し
、
事
前
に
ご
予
約
い
た
だ
い

た
方
と
相
談
時
間
が
重
複
し
た

場
合
、
お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

■
主
　
催

　
大
分
県
司
法
書
士
会
青
年
の
会

■
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ

　

大
分
県
司
法
書
士
会
青
年
の
会

　

九
重
町
無
料
相
談
会
事
務
局

（
担
当　

大
野
）

　

☎
７
７‐

６
２
８
２

無
料
・
日
曜
遺
言

公
証
法
律
相
談〔
予
約
制
〕

■
日
　
　
時
　

　

６
月
18
日
㈰
・
７
月
９
日
㈰

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
１
組

約
50
分
程
度
）

■
場
　
　
所
　

　

日
田
公
証
役
場
（
市
役
所
前
交

差
点
角
・
第
２
光
ビ
ル
２
F
）

■
相
談
内
容　

　

遺
言
の
ほ
か
、
高
齢
者
等
の
財

産
管
理
、
土
地
・
建
物
の
賃
貸

借
・
売
買
、
金
銭
貸
借
、
離
婚

給
付
、
尊
厳
死
宣
言
、
会
社
定

款
、
相
続
問
題
な
ど

■
相
談
担
当　

　

日
田
公
証
役
場
公
証
人

■
そ
の
他
　
　

　

相
談
は
、
平
日
で
も
「
無
料
」

で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
の

で
、
あ
ら
か
じ
め
電
話
で
予
約

の
上
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
　

　

日
田
公
証
役
場

　
☎
０
９
７
３‐

２
４‐
６
７
５
１

甲
種
防
火
管
理
再
講
習

■
日
　
　
時
　
７
月
14
日
㈮

■
会
　
　
場
　
大
分
県
教
育
会
館

　
　
　
　
　
　

（
大
分
市
下
郡
）

　
☎
０
９
７‐

５
５
６‐

６
４
１
１

■
受
付
期
間
　

　

６
月
12
日
㈪
〜
19
日
㈪

■
受
講
料
　
５
、５
０
０
円

■
定
　
　
員
　
50
人

■
受
講
申
込
書
の
入
手
方
法

　

・
各
消
防
本
部
（
局
）

　

・
当
協
会
の
窓
口

　

・
日
本
防
火
・
防
災
協
会
及
び

　

当
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

　

※

玖
珠
消
防
署
で
も
交
付
可
能

■
そ
の
他　

　

講
習
会
当
日
の
申
込
み
は
で
き

ま
せ
ん
。
ご
注
意
願
い
ま
す
。

■
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
　

　

〒
８
７
０‐

０
０
２
３

　

大
分
市
長
浜
町
２
丁
目
12‐

10

昭
栄
ビ
ル
４
F

 

（
一
財
）大
分
県
消
防
設
備
安
全

協
会

　
☎
０
９
７‐

５
３
７‐

３
１
２
５

大
分
県
行
政
書
士
会
日
田

支
部
　
無
料
相
談
会

■
日
　
時
　
６
月
１
日
㈭　

　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

■
場
　
所
　

　

九
重
町
役
場　
３
階 

　
３
０
２
会
議
室

■
内
　
容
　

　

相
続
、
遺
言
、
農
地
転
用
、
許

認
可
申
請
、
生
活
及
び
老
後
の

心
配
事
な
ど

■
お
問
い
合
わ
せ
　

　

大
大
分
県
行
政
書
士
会
日
田
支

部
会　

（
担
当　

穴
井
）

　
　
　
　
　

  
☎
７
２‐

４
６
８
０

人
権
な
ん
で
も
相
談
所

　

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
人

権
擁
護
委
員
が
日
常
生
活
の
中

で
の
様
々
な
悩
み
や
、
差
別
を

受
け
た
と
感
じ
た
方
な
ど
か
ら

相
談
を
受
け
、
解
決
す
る
た
め

の
援
助
を
行
い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
か
た

く
守
ら
れ
ま
す
。

■
日
　
時
　
６
月
１
日
㈭　

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
場
　
所
　

　

九
重
町
役
場 

３
階
会
議
室 

大
分
県
交
通
事
故
相
談

（
無
料
）

　

被
害
者
・
加
害
者
、
人
身
事

故
・
物
損
事
故
、
何
で
も
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。
電
話
は
も
ち

ろ
ん
、
面
接
相
談
も
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

【
電
話
・
面
接
相
談
】
　

相
談
日　

月
曜
日
〜
金
曜
日

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
正
午　
　

　

午
後
１
時
〜
５
時
15
分

　

※

面
接
時
間
は
、
午
前
９
時
〜

正
午
、
午
後
１
時
〜
４
時

場
　
所　
大
分
県
庁　

別
館
５
階

■
お
問
い
合
わ
せ
　

　

大
分
県
生
活
環
境
部
生
活
環
境

企
画
課

　
☎
０
９
７‐

５
０
６‐

２
１
６
６

【
巡
回
相
談
〔
予
約
制
〕】

相
談
日　
毎
週
第
２
火
曜
日

　

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時

　

※

曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
変
更

有
場
　
所　

大
分
県
西
部
振
興
局 

（
日
田
市
城
町
）

■
お
問
い
合
わ
せ
　

　

大
分
県
西
部
振
興
局

　
☎
０
９
７
３‐

２
３‐

２
２
０
０

学
童
保
育
従
事
者
講
習

（
無
料
）

■
日
　
　
時
　
７
月
13
日
㈭　

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
30

分
（
予
定
）

■
場
　
　
所
　

　

日
田
市
複
合
文
化
施
設

　

Ａ
Ｏ
Ｓ
Ｅ（
日
田
市
上
城
内
町
）

　
☎
０
９
７
３‐

２
２‐

６
８
６
８

　

※

駐
車
場
無
料

■
対
象
者
　

　

就
職
・
就
業
・
派
遣
を
希
望
す

る
60
歳
以
上
の
方

■
募
集
人
数
　
10
名

■
募
集
期
間
　

　

６
月
５
日
㈪
〜
７
月
７
日
㈮

〔
厳
守
〕

■
そ
の
他
　

　

テ
キ
ス
ト
代
・
受
講
料
無
料

■
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
　

　

公
益
社
団
法
人
大
分
県
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

　

   

☎
０
９
７‐

５
４
０‐

６
３
１
３

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
９
７‐

５
４
０‐

６
３
１
５

　
玖
珠
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

  　
　
　
　

 

☎
７
２‐

２
０
１
１

　
　
　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ 

７
２‐

２
０
２
１

全
国
一
斉
「
子
ど
も
の
人

権
１
１
０
番
」
相
談
強
化

週
間

暮らしの情報　●

募
集
・
お
知
ら
せ

ア
オ
ー
ゼ
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ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
ぜ
ひ
聞
か

せ
て
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
守
り

ま
す
。

■
日　
　
時　

　

６
月
26
日
㈪
〜
７
月
２
日
㈰　

平
日　

午
前
８
時
30
分
〜

　
　
　
　

午
後
７
時

　

土
日　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

■
電
話
番
号　

　
　
０
１
２
０‐

０
０
７‐

１
１
０

　
　
（
全
国
共
通
・
無
料
）

■
相
談
内
容　

　

学
校
に
お
け
る
い
じ
め
、
体

罰
、
児
童
虐
待
な
ど
子
ど
も
の

人
権
問
題
に
関
す
る
こ
と
全
般

■
担
当
者　

　

人
権
擁
護
委
員
・
法
務
局
職
員

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.m
oj.go.jp/jinkenn

et/oita/oita_index.htm
l

　

大
分
地
方
法
務
局
で
は
、
平
日

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時

15
分
ま
で
「
子
ど
も
の
人
権
１

１
０
番
」
専
用
電
話
に
て
、
常

時
相
談
に
応
じ
て
お
り
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

■
お
問
い
合
わ
せ　

　

大
分
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　
☎
０
９
７‐

５
３
２‐

３
３
６
８

ご
存
知
で
す
か
？

国
民
年
金
基
金

　

国
民
年
金
基
金
は
、
税
金
の
優

遇
を
受
け
な
が
ら
国
民
年
金
に

上
乗
せ
し
て
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
る
公
的
な
終
身
年
金
で

す
。

　

掛
金
は
全
額
、
社
会
保
険
料
控

除
の
対
象
と
な
り
、
所
得
税
や

住
民
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

国
民
年
金
基
金
で
老
後
の
ゆ
と

り
を
プ
ラ
ス
し
ま
せ
ん
か
。

■
お
問
い
合
わ
せ　

　

大
分
県
国
民
年
金
基
金

　
☎
０
１
２
０‐

６
５‐

４
１
９
２

　
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

自
動
車
の
納
税
は

５
月
31
日
ま
で
に

　

自
動
車
税
は
、
４
月
１
日
現
在

の
登
録
上
の
所
有
者
（
割
賦
販

売
の
場
合
は
使
用
者
）
に
課
税

さ
れ
ま
す
。
金
融
機
関
、
郵
便

局
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

等
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
パ
ソ
コ
ン
等
を
利
用
し
て

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
の
納
税

も
で
き
ま
す
。

◆
平
成
29
年
度
自
動
車
税
グ
リ
ー

ン
化
税
制
に
つ
い
て

【
対
象
車
】

重　

課

　

新
車
新
規
登
録
か
ら
11
年
を
経

過
し
て
い
る
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
及

び
13
年
を
経
過
し
て
い
る
ガ
ソ

リ
ン
車
（
Ｌ
Ｐ
Ｇ
車
を
含
む
）

は
税
率
よ
り
概
ね
15
％
加
算

軽　

課

　

新
車
新
規
登
録
さ
れ
た
年
度
の

翌
年
度
１
年
間
に
つ
い
て
は
、

一
定
の
要
件
を
満
た
す
電
気
自

動
車
な
ど
は
軽
減
措
置
有

■
お
問
い
合
わ
せ　

　

大
分
県
日
田
県
税
事
務
所

　
☎
０
９
７
３‐

２
２‐

４
１
７
５

http://w
w
w
.pref.oita.jp/site/z

ei/労
働
保
険
年
度
更
新
の

お
知
ら
せ

　

労
働
保
険
（
労
災
保
険
・
雇
用

保
険
）
に
つ
い
て
は
、
毎
年
、

年
度
更
新
手
続
期
間
中
に
前
年

度
の
保
険
料
の
確
定
精
算
を
行

う
と
と
も
に
、
新
年
度
の
概
算

保
険
料
の
申
告
・
納
付
を
行
う

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年

度
の
年
度
更
新
手
続
期
間
に
つ

い
て
は
、
６
月
１
日
㈭
か
ら
７

月
10
日
㈪
ま
で
で
す
。

　

※

平
成
29
年
度
に
つ
い
て
は
雇

用
保
険
料
率
の
変
更
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

年
度
更
新
の
手
続
き
に
つ
い
て

は
、
左
記
ま
た
は
最
寄
り
の
労

働
基
準
監
督
署
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ　

　

大
分
労
働
局
総
務
部

　

労
働
保
険
徴
収
室

　
☎
０
９
７‐

５
３
６‐

７
０
９
５

平
成
29
年
度 

消
防
設
備
士
試
験

■
実
施
機
関　

　

（
一
財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン

タ
ー
大
分
県
支
部

■
試
験
日
時　

　

８
月
27
日
㈰　

　

午
前
10
時 

試
験
開
始

■
試
験
会
場　

　

大
分
大
学

　

（
大
分
市
大
字
旦
野
原
）

■
試
験
種
類　
全　

類

■
願
書
配
布　

　

大
分
県
消
防
保
安
室
、
県
内
各

消
防
（
局
）
本
部
、
当
研
究
セ

ン
タ
ー
に
て
配
布
し
ま
す
。

　

※

玖
珠
消
防
署
で
も
交
付
可
能

■
願
書
受
付
期
間　

　

６
月
26
日
㈪
〜
７
月
８
日
㈯

【
電
子
申
請
】

　

６
月
29
日
㈭
〜
７
月
11
日
㈫

【
書
面
申
請
】

■
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ　

　

〒
８
７
０‐

０
０
２
３

　

大
分
市
長
浜
町
２‐

12‐

10　

昭
栄
ビ
ル
２
F

　

（
一
財
） 

消
防
試
験
研
究
セ
ン

タ
ー
大
分
県
支
部

　
☎
０
９
７‐

５
３
７‐

０
４
２
７

平
成
29
年
度 

大
分
県
調
理
師
試
験

■
試
験
期
日　
10
月
14
日
㈯

■
試
験
会
場

　

大
分
商
工
会
議
所　

　

※
他
会
場
有

■
願
書
受
付
期
限

　

６
月
26
日
㈪
ま
で

　

※

受
験
資
格
等
に
つ
い
て
の
詳

細
は
、
保
健
所
で
配
布
す
る

「
実
施
要
領
」
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ　

（
公
社
）調
理
技
術
技
能
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
３‐

３
６
６
７‐

１
８
１
５

平
成
29
年
度

大
分
県
職
員
採
用
選
考

　

今
年
度
か
ら
、
通
年
で
募
集
し

て
い
ま
す
の
で
、
随
時
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。

■
職　
種　

　

獣
医
師

■
選
考
試
験
実
施
日　

　

６
月
17
日
㈯
・
８
月
19
日
㈯
・

10
月
21
日
㈯
・
12
月
23
日
㈯

　

※

受
験
資
格
な
ど
の
詳
細
は
、

県
庁
受
付
等
で
配
布
（
大
分
県

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
）

の
選
考
要
領
で
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ　

　

大
分
県
総
務
部
人
事
課

　

人
事
班

　
☎
０
９
７‐

５
０
６‐

２
３
０
５

●　暮らしの情報

各
種
資
格
・
試
験
等
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　昭和23年から63年までの間で、満７歳になるまでに集団予防接種やツベルクリン反応

検査を受けた方は、Ｂ型肝炎ウイルス感染の可能性があります。これらの集団予防接種

等により、Ｂ型肝炎ウイルスに感染された方（これらの方々の相続人を含みます。）に、

病態に応じて50万円から3,600万円の給付金等を支給する仕組みがあります。

　給付金を受け取るためには、救済要件を満たしていることと、病態を証明するため、医療機関などから必要な

証拠を収集していただき、国を相手とした国家賠償請求訴訟を提起していただく必要があります。裁判上の和解

手続により、救済要件を満たしていることが証拠から確認できた方には、給付金をお支払いします。

　※これらの一連の手続の一部または弁護士に依頼することができます。弁護士については、「Ｂ型肝炎　弁護

士」で検索できます。また、厚生労働省ホームページに各地の弁護団の連絡先へのリンクを掲載しています。

　Ｂ型肝炎ウイルスに感染しているかどうかは、肝炎ウイルス検査（血液検査）で簡単にわかります。職場など

の健康診断で肝炎ウイルス検査を受ける機会がない方は、お住まいの市町村での地域検診や都道府県等の保健所

で検査を受けることができます。

　詳しくは、厚生労働省ホームページで「Ｂ型肝炎訴訟」と検索。

お問い合わせ　厚生労働省健康局がん・疾病対策課　Ｂ型肝炎訴訟対策室
　　　　　　　☎０３－５２５３－１１１１（内線２１０１・２９８５）

Ｂ型肝炎ウイルス検査を受けましたか？

24広報ここのえ　５月号

国税庁からお知らせ国税庁からお知らせ国税庁からお知らせ
○　国税に関する一般的な相談は「電話相談センター」へ！　　　　　　
　国税に関する一般的なご相談は「電話相談センター」をご利用ください。熊本国税局電話相談センターの
職員がご相談をお受けします。
「電話相談センター」ご利用の際の手順は、次のとおりです。
１　最寄りの税務署に電話します。
２　自動音声案内に従い、番号「１」を選択します。
　※税務署からのお尋ねに対する問い合わせや納付相談、又は職員にご用のある方は、番号「２」を選択し
　　てください。
３　自動音声案内に従い、相談したい内容の番号を次の中から選択します。
　　①　個人の年金や事業などの所得税　　　　②　給与などの源泉徴収又は年末調整
　　③　相続税や贈与税又は譲渡所得　　　　　④　法人税
　　⑤　消費税や印紙税　　　　　　　　　　　⑥　その他のお問い合わせやご不明な点がある場合

○　自宅からネットが便利  申告・納税  ｅ－Ｔａｘ
　「国税電子申告・納税システム（ｅ－Ｔａｘ）」では、自宅やオフィス、税理士事務所などからインターネッ
トを利用して、国税に関する各種手続（①所得税（及び復興特別所得税）、法人税・地方法人税（及び復興
特別法人税）、贈与税、消費税及び地方消費税、酒税、印紙税の申告、②全ての国税の納税、③納税証明書の
交付請求及び法定調書の提出などの申請・届出等）ができます。
　なお、電子署名を必要としない一部の手続等（納税、メッセージボックスの確認、利用者情報の登録・確認・
変更等）については、スマートフォン等でもご利用になれます。
詳しくは、ｅ－Ｔａｘホームページ（www.e-tax.nta.go.jp 又は ｅ－Ｔａｘ   検索  ）をご覧ください。

○　マイナンバー（個人番号）の税務関係書類への記載について
　税務署へご提出いただく税務関係書類については、マイナンバー（個人番号）の記載が必要であるとともに、
本人確認書類の提示又は写しの添付が必要なものがあります。
　詳しくは、国税庁ホームページのトップページ（www.nta.go.jp 又は 国税庁   検索  ）にある「社会保障・
税番号制度<マイナンバー>」をご覧ください。

お問い合わせ　　日田税務署　☎０９７３－２３－２１３６（自動音声案内）



武 石 百 叶
種 村 元 助
藤 原 す ず
鞭 馬 桜 子

（敬称略）

女
男
女
女

甘 川 水
日 向 下
竜　　門
豊後中村住宅

おめでとうございます出生
おなまえ 性別 保護者 行政区

裕基
英大
浩二
弘幸

たけ　いし　もも　か

たね　むら　げん すけ

ふじ　わら

むち　ま　さくら　こ

玖珠消防署：● 救急は119番  ☎72−2141　● 火災の確認は ☎72−5100

● 

病
　
院

５月

６月

7月

21日
28日
４日
11日
18日
25日
２日
９日
16日
17日

5月

6月

7月

21日
28日
４日
11日
18日
25日
２日
９日
16日
17日

72-1127
72-7100
78-8811
76-2711
72-6101
72-0170
72-0330
72-2167
72-2135
77-6121

塚 脇
山 田
町 田
恵 良
塚 脇
森
塚 脇
塚 脇
春日町
野 上

電　話住　所 医療機関名日月 ● 

歯
科
医

72-1020
0973-22-8881
0973-22-8071

72-0214
0973-22-0002
0973-52-3553
0973-22-3303

72-1020
0973-22-2317
0973-23-6481

玖珠町
日田市
日田市
玖珠町
日田市
日田市
日田市
玖珠町
日田市
日田市

電　話住　所 医療機関名日月

4月１日〜４月末日届出分

人口と世帯

人 の 動 き人 の 動 き

人口
  男
  女
世帯
　　　　（　）は前月からの増減

9,805  人
4,658  人

  5,147  人
3,914 　 

（＋ １）
（＋ ３）
（− ２）
 （＋16）

上 田 俊 子
梅　木　瑳雅子
甲　斐　萬太郎
甲　斐　ユリヱ
後 藤 　 勇
佐 藤 新 八
佐 藤 高 枝
佐　藤　テルヨ
高　倉　モモヨ
後　藤　カズコ
大 野 　 覓

97
80
95
97
89
73
88
105
107
93
80

下 旦 二
小 垣
筋 湯
中 村 上
上 旦
陣 の 内 上
中 村
小 垣
菅 原 本 村
上 旦
岩 の 上

お悔やみ申し上げます弔慰
おなまえ 年齢 行政区

町の面積　271.37㎢　／　町の木　くぬぎ　花　ミヤマキリシマ　鳥　カッコウ

★都合で変更する場合があります。

玖 珠 記 念 病 院
麻生消化器科内科
友 成（町 田）医 院
井 上 医 院
三池循環器内科クリニック
武 田 医 院
友成産婦人科医院
小 中 病 院
高 田 病 院
矢 原 医 院

是 永 歯 科 医 院
樋口歯科クリニック
もちまつ歯科医院
相 良 歯 科 医 院
後 藤 歯 科 医 院
北 山 歯 科 医 院
村 山 歯 科 医 院
是 永 歯 科 医 院
高 木 歯 科 医 院
せ さ き 歯 科

2017 年５月・６月・７月休日当番医

地区別
件数

物損
事故

件数計
人身事故

死者 負傷者交通安全
0

0

0

0

0

0

6

4

5

15

0

4

4

2

10

6

19

84

34

143

6

23

88

36

153

東飯田

野　上

飯　田

南山田

計

　地震はいつどこで発生するかわかりません。
もし、あなたが地震に遭遇した時、被害を最小限におさえるには、あわてずに
適切な行動をとることが大変大事になってきます。
　そのためには、いざという時に落ちついて行動できるように、日頃から地震
に対する正しい心構えを身につけておくことが大切です。
　外出中には、次のような事が考えられますので十分に注意してください。
　●オフィス街・繁華街では、ビルの外壁や窓ガラス、お店の看板などの落下・
転倒物の危険性が高くなってきますので、鞄などで頭を保護し、できるだけ
建物から離れてください。

　●海岸や川べりでは、一番恐ろしいのは津波です。強い地震のとき、弱くても
長い時間揺れた時は、直ちに海岸や川べりから離れ高台などの安全な場所
へ避難してください。　　　　　　　　　　　　　　
●自動車の運転中では、急なブレーキは予想外の事故を引き起こすかもしれま
せん。徐々にスピードを落とし、道路の路肩に停車してください。カーラジ
オ等で災害の情報を集める事も大切です。
　昨年４月熊本地震において、大分県でも震度６弱を観測するなど、地震はそ
う遠い存在ではありません。１秒でも早い避難をするために、正しい知識を身
につけ非常時に備えましょう。

こちら
119番
こちら
119番

（2017年４月末現在）

町内地区別事故発生状況（累計、属地）

外出先で地震に

遭遇したら…

お問い合わせ　玖珠消防署　警防係　☎ 72ー2141

広報ここのえ　５月号25



　

石
田
波
郷
と
い
う
俳
人
の
「
電
柱
俳
句
は
切
字
響
き
け
り
」
と
い

う
句
を
本
で
知
り
ま
し
た
。
有
名
な
一
句
ら
し
い
の
で
す
が
、「
切

字
が
響
く
」
と
い
う
の
は
、
ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
わ
か
る

よ
う
な
気
も
し
ま
す
が
、
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て
く
だ
さ
い
。

　

難
し
い
質
問
で
す
ね
。
わ
か
り
や
す
く
説
明
で
き
な
い
と
思
い
ま

す
が
、
少
し
、
勉
強
し
て
み
ま
し
た
。
俳
句
の
本
質
と
い
う
か
、
そ

の
特
徴
は
「
五
・
七
・
五
」「
季
語
の
構
想
力
」
そ
し
て
「
切
字
の
効
果
」

と
い
う
こ
と
で
す
。
五
・
七
・
五
と
季
語
が
あ
れ
ば
、
俳
句
は
一
応

つ
く
れ
ま
す
が
、
切
字
の
効
果
は
俳
句
に
は
大
き
な
効
果
が
あ
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
切
字
の
象
徴
は
「
や
」「
か
な
」
で
す
が
、
こ
れ

を
使
い
す
ぎ
て
俳
句
表
現
を
固
定
化
、
類
型
化
さ
せ
、
俳
句
の
動
脈

硬
化
的
症
状
を
も
た
ら
し
た
と
い
う
声
も
あ
り
ま
す
が
、
切
字
を
使

う
こ
と
に
よ
っ
て
多
く
を
語
れ
な
い
十
七
文
字
の
制
限
の
中
で
、
そ

れ
を
カ
バ
ー
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う

か
。
次
号
で
そ
の
理
由
を
具
体
的
に
紹
介
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

俳
句
な
ん
で
も 

Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
④

Ａ
④

　
中
国
原
産
の
キ
ン
ポ
ウ
ゲ
科
の
蔓
性
の
落
葉

低
木
。
花
を
観
賞
す
る
た
め
庭
に
栽
培
し
、
ま

た
鉢
植
え
も
す
る
。
蔓
が
強
く
て
針
金
の
よ
う

だ
か
ら
鉄
線
の
意
で
あ
り
、
漢
名
を
﹁
鉄
線
蓮
﹂

と
言
う
。
日
本
で
は
﹁
鉄
線
花
﹂
と
書
く
が
漢

名
で
は
な
い
。

　
初
夏
、
紫
色
の
芯
を
囲
ん
で
黄
白
色
の
花
が

咲
く
。

鉄
線
花

鉄
線
花

小
康
の
肌
に
優
し
く
若
葉
光　
　
　
　
　
　
　

森
髙
マ
サ
ヨ

　
　
「
病
み
上
が
り
」
の
身
体
を
若
葉
が
優
し
く
包
み
ま
す
。
何
よ
り
も

　
　

そ
う
感
じ
る
作
者
の
生
き
る
喜
び
が
伝
わ
り
ま
す
。

短
め
に
髪
軽
く
し
て
夏
に
入
る　
　
　
　
　
　

井
上　

則
子

　
　

髪
を
短
く
し
て
夏
を
迎
え
よ
う
。
分
か
り
や
す
い
フ
レ
ー
ズ
で
す
が

　
　
「
夏
迎
ふ
」
で
は
な
く
「
夏
に
入
る
」
で
句
に
力
。

惠
良
台
の
円
周
率
や
若
葉
道　
　
　
　
　
　
　

原
田　

勝
子

　
　

こ
こ
で
円
周
率
は
驚
き
で
す
。
広
々
と
し
た
惠
良
台
と
新
緑
の
季
節
、

　
　

取
り
合
わ
せ
に
成
功
し
ま
し
た
。

　６月号は「自由題」とします。奮ってご応募ください。
　応募の際はハガキ、または、ハガキ大の用紙に住所、氏名、年齢、
電話番号をご記入の上、役場（企画調整課）まで提出してください。
　【応募締切】５月 31日（水）〔投函〕
　初心者大歓迎、たくさんのご応募お待ちしています。
〔注意〕３句まで記入ください。「季重なり」や「字余り」がある場合、
添削する場合、もありますのでご了承ください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　（選者　こごりゅうしょう）

新
緑
の
宙
も
命
も
輝
け
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

林　
　

香
澄

目
に
青
葉
懐
深
き
松
木
台　
　
　
　
　
　
　
　
　

永
松
左
世
美

末
黒
野
や
日
毎
青
葉
に
近
づ
き
ぬ　
　
　
　
　
　

野
木
チ
ズ
子

見
渡
せ
ば
青
葉
す
く
す
く
笑
顔
か
な　
　
　
　
　

湯
浅
加
代
子

図
書
館
を
出
で
て
足
軽
る
立
夏
か
な　
　
　
　
　

泉　
　
　

渓

夏
立
つ
や
空
突
き
通
す
宮
の
杉　
　
　
　
　
　
　

井
上
紀
久
子

ゆ
っ
く
り
と
押
す
車
椅
子
青
葉
か
な　
　
　
　
　

藤
澤　

節
子

山
狭
の
滝
あ
る
郷
の
青
葉
か
な　
　
　
　
　
　
　

吉
光
ヨ
ウ
子

カ
レ
ン
ダ
ー
め
く
る
一
枚
立
夏
か
な　
　
　
　
　

小
川　

良
子

立
夏
来
て
ゲ
ー
ト
仲
間
の
弾
む
声　
　
　
　
　
　

赤
峰　

幸
子

今
月
の
暗
誦
句

　
蔓
は
な
れ
月
に
浮
か
べ
り
鉄
線
花
　
　
　
水
原
秋
櫻
子

　
亡
き
妻
の
植
ゑ
し
鉄
線
白
ば
か
り
　
　
　
松
崎
鉄
之
介

　
独
り
身
を
曲
げ
ぬ
子
と
を
り
鉄
線
花
　
　
小
里
　
竹
二

（
注
）「
つ
る
は
な
れ
・
つ
き
に
う
か
べ
り
・
て
っ
せ
ん
か
」
と
い
う
よ
う
に
５
音
・
７
音
・

　
　
　

５
音
を
軽
く
切
っ
て
読
み
ま
す
。
リ
ズ
ム
を
感
じ
て
く
だ
さ
い
。

読者 俳 句

平
成

29年
５

月
17日

発
行

（
通

巻
732号

）
発

行
・

九
重

町
役

場
企

画
調

整
課

〒
8
7
9
-4

8
9
5
　

 大
分

県
玖

珠
郡

九
重

町
大

字
後

野
上

8
番

地
の

1
☎

 0
9
7
3
-7

6
-2

1
1
1
　

　
 　

　
印

刷
・

尾
花

印
刷

有
限

会
社

5
月
号

広報ここのえは、環境にやさしい再生紙と植物性インクを使用しています。 広報ここのえ　５月号 26

「
新
緑
の
宙
」
写
生
句
の
限
界
に
挑
戦
で
す
。「
懐
深
き
松
木
台
」
行
っ
て
み
た
く
な
り
ま
す
。

末
黒
野
と
は
、「
春
、
枯
れ
草
を
焼
い
て
一
面
に
黒
く
な
っ
て
い
る
野
原
」
の
こ
と
で
、
情

景
が
浮
か
び
ま
す
。５
月
号
は
兼
題
句
に
悪
戦
苦
闘
の
ご
様
子
な
の
で
、６
月
号
は「
自
由
題
」

と
し
ま
す
。
今
の
季
節
を
感
じ
て
自
由
に
ご
投
稿
く
だ
さ
い
。

五
月
の
優
秀
句
　
　
　
兼
題
は
「
立
夏
」「
青
葉
」
で
し
た
。

（
評
）

す 

ぐ
ろ 

の
そ
ら

さ
と

俳人の言葉②　「俳句はスリムにスリムに」「一千句も作ったらおぼろげに分かる」藤田湘子（鷹）

つ
る
せ
い

し
ゅ
う
お
う
し

ま
つ
ざ
き
　
て
つ 

の 

す
け

お
　
ざ
と
　
　
　
た
け
　
じ

て
っ
せ
ん
れ
ん

し
ょ
う
こ
う

い
し
ば
は
き
ょ
う

今
月
の
花




